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　（１）

主張

私が新任教員として４年間過ごした学校で二人の

校長と出会いました。そしてこの二人の言葉がその

後の教員としての生き方を決定づけたと言っても過

言ではありません。校長の言葉を今でも鮮明に覚え

ています。

特に心に残っている言葉が二つあります。一つは

Ｉ校長が話された「教育という仕事は確認して歩く

ことです。」というものです。

朝方，雨が降った日でした。昼過ぎ子供たちが下

校する頃には天気が回復し，玄関には持ち帰るのを

忘れた傘が数多く残されていました。私は子供たち

に「傘を忘れないで。」と声を掛けたものの確認は

していなかったのです。そのときＩ校長が私に掛け

た言葉でした。

もう一つはＪ校長の言葉です。Ｊ校長は若い頃中

学校の美術の教師でした。ある日のこと，私は学級

の子供たちと桜の写生に出かけました。その様子を

見に来た校長が私に掛けた言葉です。　「先生，風景

画を描くときには風を描かないと風景画にはならな

いよ。」何とも禅問答のような問いでした。

私は二人の校長の言葉を次のように捉えていま

す。教師が指示を出したり，指導したりしたことは

子供たちの心に響き，それに応えようとします。具

体的な行動として示されたことを教師は自分自身の

目で確認しなければなりません。もしそのことを

怠ったとすれば，それは教育という範ちゅうではな

くなってしまうということです。もう一つは，教師

が「目に見えないもの，見えにくいものを見ようと

努力していますか。」という問いを常に心にとどめて

おくことの大切さだと思っています。頂いた言葉を

このように理解をし，教員としての道を歩んできま

した。

自分が校長となり日々過ごす中で，二人の校長の

ように教職員に生き様を示しているのか甚だ疑問で

あります。

さて，本稿が皆様のお手元に届く頃には，各校に

おいて次期学習指導要領の移行期間・先行実施に向

けての作業が本格化していると思います。

「特別の教科　道徳」「小学校英語科の新設」な

ど大規模な改訂に対応しなければなりません。この

ような時こそ校長がリーダーシップを存分に発揮

し，教育課程の編成や授業時数の確保に向け知恵を

出し合い，よりよい学校運営を目指さなければなり

ません。

「見えないもの，見えてないものを見ようとする

努力」「歩んだ足跡を一歩一歩確認して前に進む力」

が，学校組織を柔軟でより強固なものにすることは

言うまでもありません。
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情報活用に着目した主体的・対話的で
深い学びを生み出す授業を目指して　

１　はじめに
本校は平成２７年４月に仙台市内１２７番目の小学校

として開校し，今年度児童数１，０５９名，３４学級の大規

模校として３年目を迎えました。

地域住民の多くは，錦ケ丘地区の開発とともに移

り住んできており，新たな街づくりに大変協力的で

す。また，学校・保護者・地域住民相互の連携が強

固な地域でもあります。

本校では，開校以来「たくましくしなやかに生き

る子ども」を教育目標に掲げ，基本的な学習習慣の

確立や学習規律の徹底，さらに「分かる喜び，でき

る喜び，学ぶ楽しさ」あふれる授業を目指し，日々

教育活動に取り組んでいます。

２　ICTを活用した学習指導の推進
今年度，研究主題を「『磨き合い高め合う児童の育

成』～情報活用に着目した主体的・対話的で深い学

びを生み出す授業づくり～」と設定し研究を進めて

きました。

新しい時代を生きるこれからの子供たちに必要な

資質・能力の育成に向け，「何のために学ぶのか」

という学習の意義を押さえながら，「何を教えるか」

という知識の質や量とともに，「どのように学ばせ

るか」という学びの質や深まりを重視した授業改善

が必要であると考え，子供一人一人が目的意識を明

確に持ちながら学習していくことを目標として授業

を構築してまいりました。

そこで他者と自らの考えを出し合い，課題解決に

向けて理由や根拠を明らかにしながら自分の考えを

練り上げていくための手立てとして，情報活用に着

目した単元構成の工夫を行いながら授業実践を積み

重ねてきたところです。併せて仙台市教育委員会よ

り認定をいただき，平成２８年度・２９年度の２年間

「ICT機器であるタブレット端末を活用した授業及

び学習環境」の在り方を研究してまいりました。

私たちは，〔情報活用に着目した主体的・対話的で

深い学びを生み出す授業づくり〕を目標に，学習課

題解決に向けて，様々な情報を活用しながら自らの

考えを友達の考えと比較検討し，まとめ上げていく

ための授業改善を試みてきたところです。

具体的な取組として，情報活用に着目した単元構

成と授業デザインの工夫を図るために，研究推進の

視点を二つ設定しました。一つ目の視点としては，

「課題意識や目的意識を持続させるための工夫」を挙

げ，手立てとして，情報活用に着目した単元構成の

工夫（情報活用型プロジェクト学習）及び課題設定

と評価の工夫（ルーブリック）を講じています。授

業（単元）を構築する際に，必要な情報をどのよう

に授業に取り入れるか，あるいはどのような形で子

供たちの学習に役立てるかを吟味するとともに，課

題に対しての学びの質の尺度（ルーブリック）を設

定し，一人一人の深い学びを生み出すよう努めてい

ます。さらに二つ目の視点として，「多様な情報を

生かして深い学びを生み出す工夫」を挙げ，子供た

ちが情報を主体的に吟味・検討を行うことができる

ような学習活動の設定や情報を可視化，共有できる

ICT機器としてタブレット端末の積極的な活用を

図っています。

３　成果と課題
主体的・対話的で深い学びを生み出す授業を構築

していく手立ての一つとして，ICT機器であるタブ

レットを活用し研究を進めてきました。子供たちは

タブレット端末を活用することで，情報を視覚的に

共有することができるとともに，比較や関連付けな

どを容易に行うことができるようになり，他者の考

えを生かしながら自分の考えを深めることができる

ようになってきています。また，情報を持ち寄りな

がら協働的に課題を解決する場面を設定すること

で，学習の達成度や次に必要な手立てが明確にな

り，相互評価を行うことも可能となってきました。

学習のゴールの姿をルーブリックとして提示する

ことは学習における成果や課題を見付ける指標とも

なり，主体的な学習へとつながりましたが，学習の

達成度と課題の自覚を促すためのルーブリック設定

の適切化を考えていくことが今後の課題です。

　八島　均（錦ケ丘小学校）

特 集
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【挨拶】　坂本会長　　この３月末に東六郷小学校
が六郷小学校と統合となり，長い歴史に幕を閉じま

した。これで，津波により被災

した３校が全て統合あるいは閉

校となって，仙台市の小学校が

１２０校となりました。そして，

七郷小学校の児童数増加に伴

い，仮称ではありますが第二七

郷小学校の開校が平成３２年度に予定され，震災から

６年半と，だいぶ月日がたちまして仙台の復興は目

に見えて進んでいるという感じがします。反面，　今

年入学してきた１年生の中には震災後に生まれた子

供たちもいます。また，若い先生方の中にも，当時

学校現場にいなかった，震災を現場で経験していな

い方も増えてきています。このような中で我々は震

災を風化させないための新しい取組を含めた防災教

育を行っていく必要があるのではないかと考えてい

ます。

震災当時，不安定な中で生活していた子供たち，

あるいは表面的には感じられませんが，保護者の不

安から影響を受けた子供たちの心のケア，保護者の

ケアも必要になるのではないかと思います。

本日はこの座談会で初めて養護教諭が出席するこ

とになりました。熊本での経験を聞かせていただく

貴重な機会となると思っております。加藤先生どう

ぞよろしくお願いいたします。最後になりますが，

大変御多用のところ，学校教育部より佐藤参事にお

越しいただいています。佐藤参事は津波で大きな被

害を受けたときの雄勝中学校の校長先生でした。本

日はその時の御経験なども聞かせていただけるかも

しれません。佐藤参事，よろしくお願いいたします。

それではこれから有意義な話し合いが行われますよ

う，よろしくお願いいたします。

今野広報部長　　坂本会長よりお話があったように
東日本大震災から今月で６年半が過ぎ，仙台市内の

学校でも，震災の被害から復旧し，復興に向けて神

戸をはじめ全国各地から，あるいは世界各地から御

支援をいただきながら取り組んできました。昨年度

末までに津波被災校である中野小，荒浜小，東六郷

小が統合や閉校になりまして，蒲町小学校などのよ

うに校舎に地震の被害があった学校も改築され，

ハード的には復興が進みつつあるのではないかと思

います。

一方，震災等に起因する心の健康問題を抱える児

童に対するケアについては，精神科医やスクールカ

ウンセラーなど専門家による訪問指導や全小中学生

による七夕飾りづくりなど「児童生徒による復興プ

ロジェクト」に７年間取組を続けてまいりました。

阪神淡路大震災を経験された神戸の先生方から，

「心のケアには１０年が必要です。神戸では６，７年後

に生徒指導をはじめ様々な課題が出てきました。」と

いうお話をいただきました。

震災復興まで１０年は必要だと言われますが，半分

以上を過ぎた節目の年に，本市での震災後の児童に

対する心のケアの取組を振り返るとともに，今後の

取組についての考えや意見を出していただき，また，

本日は加藤養護教諭にもおいでいただいています

が，今後も想定される災害時に

学校で行うべき心のケアの一助

にするため，今回座談会のテー

マを「復興と心の教育」とした

次第でございます。先生方のこ

れまでの経験やお感じになった

ことなどをいろいろとお出しいただければと思いま

す。どうぞよろしくお願いいたします。

本市の「心のケア」の施策について

司会（白井）　　まず始めに，仙台市教育委員会学
校教育部佐藤淳一参事にお話をいただきたいと思い

ます。震災から６年半が過ぎました。「第２期仙台

市教育振興基本計画」に示された施策をはじめ，「杜

談 会座

復興と心の教育

暫と　き　平成２9年１０月１7日（火）　　暫ところ　仙台市教育センター
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の都の学校教育」重点事項を含め，これまでに取り

組んできたこと，本市児童の現状や課題についてお

話を頂戴したいと思います。

佐藤参事　　今年の１月に策定されました本市の第
２期教育振興基本計画学校教育ミッション１に「豊

かな心の育成」が掲げられております。本市の現況

から，どうしてもいじめ防止や

自死予防，不登校対策などにウ

エイトが置かれてしまいがちで

すが，震災による心のケアが不

可欠であることはいうまでもな

いことです。市教委としては心

のケア支援員の派遣等，継続的にサポートを続けて

いるところであり，６年たとうが７年たとうが震災

によって心に重いものを抱えている子供たちを市教

委が，学校教育が支えていくということが私たちの

使命であることに変わりはないのです。

仙台市が行っている生活・学習状況調査の中で震

災後に子供たちの変容として顕著に表れたのが，大

きく二つあります。一つは自己肯定感，二つ目が将

来への期待感です。これについては両者とも震災後

どの学年も低下するという傾向が見られました。

自己肯定感は年度が進行するごとに特に小学校が

低下していき，全国でも最低水準で推移したという

経緯があります。各学校でも課題改善に向けていろ

いろと取り組んできたこともあり，昨年度から徐々

に上昇傾向に転じました。そして今年度は小学校５

年生以上で震災前を上回るというところまできてお

ります。

しかし，将来への期待感については未だ低下した

まま，低い水準でとどまっています。この不透明な

社会，急激に変化する社会に対して不安を持ってい

るのは，大人にとっても同様な部分があるかと思い

ます。それをどのように解釈するかは難しい側面は

あるのですが，ただあの震災によって，累々と人々

が築き上げてきたものが一瞬にして瓦解し，瓦れき

と化した，もしくはあれだけ多くの方が亡くなった

というものを間近に見ていたり，そこの場に置かれ

ていたりした子供たちが何かしらの喪失感や虚無感

を抱いているということも，その結果に出ていると

推測できると思うのです。だとすれば，同じ体験を

した私たち大人が，教師が，子供たちのそうした心

を少しでも軽くしてあげたい，していかなければな

らないと思います。

心のケアの基盤は日常の学校教育の中での教師と

子供たちとの関わりの中にあると思います。そこを

大事にしながら，いかに子供たちに寄り添えるかが

問われていくと思います。私たち大人自身が生き生

きと前に向かって生きている姿を見せてあげたいも

のだと思っています。

今日は震災に多くの関わりを持った校長先生方，

養護教諭の先生とお話しできる機会に私も同席させ

ていただくことに感謝いたします。市教委というよ

りは，今日，参加の先生方と同じ立場で参加させて

いただければと思っております。

各校における主に震災等に起因する心の健
康問題を抱える児童の現状とその対応等

司会（白井）　　佐藤参事から，本市の「心のケア」
への施策，そして本市児童の現状等について仙台市

生活・学習状況調査の結果などを交えながらお話し

していただきました。ここではまず，各校における

震災等に起因する心の健康問題を抱えた児童の現

状，そして，実際に御対応いただいたことについて，

お話しをお伺いしたいと思います。

鈴木校長　　この平成２９年３月３１日をもちまして東
六郷小学校は閉校し，４月１日に六郷小学校に統合

されました。６０年の歴史を閉じたわけでありますけ

れど，閉校・統合に向けまして市教委，関係機関，

校長会，各学校，PTAそして世界中の各地から多大

なるご支援をいただきましたこと，改めて感謝申し

＜出 席 者＞
　

鈴　木　一　彦
（仙台市立南材木町小学校長）

　

坂　本　憲　昭
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佐　藤　淳　一
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白　井　剛　次
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菅　原　弘　一
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今　野　孝　一
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石　川　裕　美
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（仙台市立折立小学校養護教諭）
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上げます。

私は平成２５年度に着任しました。そのときは六郷

中学校に併設されておりました。大震災前は，小学

校の敷地内に町内会が設立した幼児学園があり，校

長が園長，教頭が副園長，事務と養護教諭は，小学

校と兼務して運営にあたっていました。

入園式・卒園式があり，運動会や学芸会は園児が

小学校の行事に一緒に参加して，日常的に幼小連携

ができていました。幼児学園を卒園して東六郷小に

入学するという構図で児童数の確保もできていたの

ですが，大震災後，東六郷の地域にいても学校の再

建は難しいと判断して六郷小学校の近くの幼稚園に

入園，六郷小学校に入学するという家庭も出てきま

した。

２５年度の児童数は２６人でした。家が流されて六郷

地区や親戚の家での避難生活を送っていました。大

震災当時の状況を語らない子が多くいました。それ

は，保護者の「これからの生活がどうなるのか」と

いう不安な気持ちを代弁していたのかもしれませ

ん。

大震災前と違って仮設住宅等での生活は，大きな

声が出せない，家に帰っても友達がいないという環

境でした。特に地元に戻って生活できる地区と危険

地区とに分けられたことの大人のストレスが子供に

も影響してしまい，本来の子供の姿を出し切れてい

ないと感じていました。そんな中でも学校にいる間

は楽しそうに過ごしている姿に，私も救われた思い

がしました。時間経過とともに，中学校の中にある

ここが自分たちの学校なんだと現実を受け止めて生

活できるようになったのは，教職員が教科指導だけ

でなく，家庭の状況を考慮した細やかな配慮があっ

たからだと強く感じました。

２５年度のスタートで，たった１人の入学式が行え

たことは大きな意味がありました。始業式・入学式

で学校が始まり，卒業式・修了式で終わるという，

当たり前のことができる幸せを感じることができま

した。

そういう中で２５年度から，閉校・統合の時期につ

いて，保護者と地域代表が市教委と話し合いを進め

ていきました。保護者・各町内会長・同窓会長で組

織され，学校の現状を伝えるために校長も同席しま

した。学校再建に向けて保護者の方々や地域の方々

は継続するということで基本的な考えは一致してい

ました。しかし，当時の状況や生活環境を考えると

閉校・統合はやむを得ないという思いが伝わってき

ましたが，表立って口にすることはありませんでし

た。

PTA本部から全家庭に学校再建への思いや閉校

の時期についてアンケートを実施しました。当時の

３年生の保護者５家庭は，保護者の思いとして卒業

まで学校を続けてほしいという強い願いを市教委に

伝えました。保護者からは子供の思いも聞いてほし

いとのことで，担任が聞き取りました。子供にも親

の思いが伝わり，親と同じ意見だということを市教

委に伝えました。しかし３年生以下の保護者の思い

は複雑で，本音では子供たちを卒業させたいという

強い思いを持っていましたが，口に出すことはあり

ませんでした。校長として，心情を察すると，非常

に心が痛みました。町内会長さん方は保護者の意見

を尊重するという立場をとっていました。

様々なことを考慮して市教委からは，３年生が６

年生になって卒業する平成２８年度が開校６０年目とい

う節目の年であり，また，保護者や地域の意向をく

んで２９年３月末をもって閉校，そして４月１日に六

郷小学校との統合の方針が伝えられ，懇談会で保護

者等からも了承されました。

翌２６年度は新入生がいなかったので，入学式のな

い，全校児童２０人でのスタートで，とても寂しい思

いをしました。現実を受け止めながら，閉校・統合

に向けて，何をいつまでするのか，校内で準備委員

会を組織しました。同時に，市教委主導で，『統合

準備委員会』も組織され，荒浜小学校の事例を基本

に動き出しました。

学校の特色である少人数の良さを生かして，全校

体育，全校遠足，低学年と特別支援学級の生活科単

元に上学年が参加，運動会に保護者や地域も参加す

る種目を入れるなど，一人一人が主役であることを

意識した教育活動を行いました。

菅原校長　　六郷小学校では，前年度から東六郷小
学校の鈴木校長先生と連携を密にして，いろいろな

行事も日常の活動でも交流を深めて，統合がスムー

ズにいくようにという気持ちでやってまいりまし

た。ただ実際には統合で東六郷小学校から六郷小学

校に転籍した児童は２名だけでした。鈴木校長先生

のお話にもありましたが，それ以前に仮設住宅に

入った段階で東六郷小から六郷小へ転校していた家

庭もありました。忘れられがちですが，東六郷小学

校の北側エリアには六郷小学区の三本塚地区という

東六郷小学区と同じ状況になった地区があります。
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そのような地域の中には直接的にだいぶ重い経験を

した子もいて，いろいろな調査や防災訓練があった

ときに反応が出るという子供たちがいたのです。昨

年度でそのような直接的な経験をしたという子の多

くが卒業し，現状だと何らかの震災にまつわる経験

があるという子は，７１７名の児童のうち１０名に満たな

いぐらいになってきています。だから日常的に子供

たちから震災の影響を感じるということが，感覚的

にはだいぶ薄くなってきています。ただ何らかの調

査のときに書かれる内容を見ていくと不安に思うこ

とと震災の経験とが結び付いたりするので，注意深

く見ていく必要があるということを感じながら学校

経営に当たっています。

転籍は２名の子供たちだけでしたが，東六郷小が

六郷小に統合されるというのは，子供たち以上に地

域の方にとって重みのあることだったと思います。

具体的な対応は，始業式，入学式の前に児童会主催

で「お迎えの会」を計画して，二人のお子さんをお

迎えしました。それは地域の方へのお披露目という

意味合いもあって盛大に行いました。振り返ってみ

ると，地域の方々に改めて統合をお伝えする場に

なったのではないかと思います。

そして養護教諭が１名，教諭が１名，東六郷小学

校から六郷小学校に異動になりました。２名の転籍

の子ではあったのですが，東六郷小学校でお世話に

なっていた先生がそのまま六郷小学校へ来てくだ

さったということで，すごく安心して過ごせている

のではないかと思います。特に保健室は子供たちが

担任に話すのとは違って安心して話せる場でもある

ので，２名の子供たちだけでなく，元からいた六郷小

学校の子供たちにとっても，保健室の先生が２名い

て，心に不安を抱えた子供の話をじっくりと寄り

添って聞いてあげられる体制となっていることに

は，大きな意味があると感じているところです。

全体的に見ると今も震災の影響が色濃く出ている

ようなことは感じないのですが，逆に何がどう影響

しているのか分からないのが心配です。震災の影響

かどうかも分からないのですが，全般的に保護者の

不安傾向が強くなってきているような感じがしま

す。今の低学年の子などは直接的な経験よりはおそ

らく親から何かが伝わったということの方が多いと

思うのですが，親の不安傾向が強ければ，子供も落

ち着かないというようなことがあって，それが震災

と関係があるのかどうかが分からず，どのように対

応していくとよいかを悩んでいるところです。そう

いう不安傾向が強い親と子がいる中で，学校はその

不安を取り除いてあげなければと思うのですが，も

しかすると，そこまで考えなくてもよいようなこと

までしていないか，そういう所を手探りでやってい

るのです。

最後に，地域感情のようなものは表立って聞こえ

てはこないのですが，気持ちの中には多分積み重

なっているものがあると思います。そういう所にも

どのように配慮して学校経営を進めていくか悩みな

がら対応しているというのが現状です。

石川校長　　私からはまず自身が着任した震災後の
平成２５年４月から閉校までの３

年間の荒浜小学校における子供

たちの様子と学校の対応につい

てお話しいたします。

荒浜小学校には，津波で家族

を失った子供や車に乗っていて

津波に追い掛けられて九死に一生を得た子供など，

つらく悲しい思いをした子供がたくさんいました。

私が荒浜小学校に着任した頃には子供たちはだいぶ

落ち着きを取り戻していましたが，まだまだ子供た

ちの心のケアを最優先にしなくてはならない状況は

変わってはいませんでした。

震災から３年が過ぎようとしている頃から子供た

ちの様子に変化が見え始めました。震災当時のこと

や荒浜地域のことを話題にする子供が増えてきたの

です。子供なりに周りの状況を察して，なかなか口

にできない状況があったのではないかと思います。

ちょうど２年後に閉校が決まった時期でもありまし

た。私たち教職員は２年先の統合をゴールにして，

２年間で育てたい子供の姿について話し合いまし

た。平成２６年度のスタートに当たり確認したことは

次の二つです。一つめは，一人一人の心に残る大切

なふるさと，自分の目で確かめた復興の様子をしっ

かり心にとどめ，今の自分たちに何ができるのかを

考えさせたいということです。もう一つは，たくさ

んの方々の温かい気持ちに支えられてきたことに感

謝の気持ちを持ったり，同じようにつらい体験をし

ている方の気持ちに寄り添ったりできるような心を

育みたいということでした。１０年後，２０年後の復興

の担い手となる子供たちに，何事にも負けない心の

礎となるふるさとと，そこに共に暮らした方々との

つながりを実感させるとともに，感謝や思いやりの

心を持って歩んでいってほしいと考えました。
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子供たちは４年が過ぎた頃から，荒浜に何度も足

を運び，自分なりに未来の荒浜を心に描くことがで

きるようになりました。支えてくださった方々の温

かい気持ちに，いつか子供自身の力で恩返しができ

る日がくることを信じて荒浜小学校は閉校の日を迎

えました。

次に，統合先の七郷小学校の対応についてお話し

いたします。平成２８年３月３１日に荒浜小学校は閉校

し，４月１日から教諭２名と教頭の私との３名で七郷

小学校に着任しました。そのときの子供たちは６名

でした。そのたった６名の子供たちを七郷小学校で

はとても温かく迎えてくれました。１，０００人を超える

マンモス校への移籍で，かなり萎縮するのではない

かと思いましたが，２年越しの交流で顔見知りがい

たことや，荒浜小学校から異動した職員が６名の学

年にそれぞれ担当したこともあり，子供たちは，元

気に統合先での生活をスタートさせました。

ちょっとしたことを震災の体験と結び付けてし

まって不安になる子や，１１日の度に震災に係るテレ

ビ等の報道に過敏になる子供もいましたが，担任や

養護教諭，スクールカウンセラー等と情報を共有し，

適切に対応することができたのではないかと思って

います。

また，当時の髙橋智男校長先生が挨拶のたびに荒

浜小との統合に触れてくださったことが，子供だけ

でなく保護者や荒浜地域の方々にとっても大きな安

心感になったのではないかと思います。子供たちの

発表の中にも「七郷小は，荒浜小と統合してパワー

アップしました」「二つの学校の良さを七郷小の伝統

にしていきたいと思います」等の言葉が盛り込まれ

るようになり，校長先生のメッセージが子供たちに

確実に伝わっていることを感じました。

さらに，七郷小学校が文部科学省の研究開発学校

の指定を受け，防災教育に取り組んでいたことも

様々な意味で子供たちの成長につながっていたと思

います。震災を忘れることなく，当時の体験を生か

しながら，防災を通して自助，共助の力を養うとと

もに，復興学習に取り組むことを通して，未来に向

けて希望を持ちながらたくましく生きようとする児

童の育成を目指していくことが研究のねらいです。

こうした内容は，統合前の荒浜小学校での取組に通

じるところも多々ありまして，子供たちは自信を

持って学習に取り組むことができました。

先日，６年生になった被災前の荒浜校舎を知らな

い４人の子供たちが陸上記録会に来ていました。七

郷小のユニフォームを着て，大勢の友達と誇らしげ

に肩を並べ，「先生，頑張っているよ。」というメッ

セージを送ってくれている姿を見て本当にうれしく

思いました。ふるさと荒浜を心の礎としながら，新

しい仲間と新しい生活にチャレンジしていく子供た

ちをこれからも見守っていきたいと思っています。

加藤養護教諭　　熊本市立桜木東小学校には，震災
加配として勤務しました。前震，本震ともに子供た

ちが自宅にいる時間に発生した

ため，学校に対する恐怖感はほ

とんどありませんでした。しか

し，「家が壊れたらどうしよう

か」と不安に思う子供もいまし

た。他にも「なかなか一人でト

イレに行けない」「怖い夢を見る」と訴える子供や，

休校明け，登校を渋る子供もいるなど地震が子供た

ちの体や心に与えた影響は決して少なくありません

でした。それでも「不安にならないように友達と遊

ぶ」，「つらいことを誰にも言わず『大丈夫』と心の

中で言う」など自分の心と体に向き合う子供たちの

たくましく，健気な様子が先生方と情報を共有する

中で見えてきました。

保健室では，日常の執務と並行して課題を抱えた

児童への支援やカウンセラーとの連絡調整，余震が

続き先の見えない不安を抱えた保護者への対応を行

いました。スクールカウンセラーによる心のケアに

よって「怖いのは自分ひとりではない」，「みんなも

怖かったんだ……」と実感できたようです。そして，

「怖い」という気持ちは命を守る大切な気持ちなん

だと分かったことが，子供たちの安心感につながり，

その後，カウンセリングが必要な子供の数は少しず

つ減っていきました。

地震から半年が過ぎた頃から，何となくクラスが

落ち着かないと感じることが増えていきました。回

復傾向にある子，不安感が持続している子など子供

たちの状態にも格差が生じ，混在しているためと思

われました。養護教諭同士の情報共有の場でも突発

的，衝動的な行動をとる子が出てきたという話もあ

り，子供たちの日常の観察，行動の見守りの必要性

を改めて強く感じる時期でもありました。

地震から１年を迎える４月には新しいクラス，新

しい担任，中学校への進学など子供を取り巻く環境

は大きく変化します。子供たちが安心してその日を

迎えられるようにと２月から３月にかけて，カウン
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セラーと一緒に当時を共に乗り越えた学級，仲間で

の震災の振り返り，加熱するであろう震災の報道等

で不安になったときのリラクゼイションなどをカウ

ンセラーと一緒に実施しました。

私は，派遣勤務を終えて熊本を離れるにあたり，

子供たちがこれからどうなっていくのかという心配

もあったので，熊本の子供たちにもこれから少しず

つ前に向かっていってほしいという思いを込めて，

スライドを使いながら震災後の仙台の子供たちの様

子を伝えることにしました。私が今勤務している折

立小学校は，６年前の東日本大震災で一時校舎が使

用できなくなり，中学校の体育館や武道場を借りて

生活していましたが，折立小の子供たちは多くの人

に支えられ，前に向かって進んできたこと，助けら

れる側から今は助ける側になっていること，今でも

自分の命を自分で守るための勉強を続けていること

を伝えました。

佐藤参事　　今の話を受けるようになるか分かりま
せんが，当時１８，４４６人の方が亡くなられたり，行方

不明になられたりしました。家族が一人亡くなるの

はとても大きなことなのですが，余りにも亡くなっ

た方が多くて，当時，自分だけではないという思い

の中で，怒りとか悲しみとかいうものを表出できな

いで過ごした人が，子供も大人も大勢いました。ま

た，私のいた中学校では，母親が亡くなったことを

どうしても受け入れられない子供がいたのです。御

遺体が見つからないということもあったのですが，

お葬式を挙げるのもずっと拒み続け，帰ってくるの

を信じ続けていたのです。そういった子が一人だけ

でなくもっと他にもいて，本当に悲しみをぐっと胸

に押し込んで涙一つ流さないのです。どれだけつら

い思いを抱えながら，長い時間を過ごしたことか。

私は，校長室で一人になったときや通勤の途中など

でもその子たちを思うと，涙が止まらなくなるとい

うことが何度もありました。その度に，この子供た

ちのためならば全てを注ぐと決意を新たにして取り

組んできました。１８，４４６という亡くなった方の数も

そうですが，その方々につながる家族であったり，

恋人であったり，多くの方々が，今も自分の心を開

けずに抱え込んでいて，現地を訪れると笑顔で対応

してくださり，元気な姿を見せてくれるのですが，

実はやっぱりずっとそれを背負って生きているのだ

と思います。命は助かったとしても，家を失ってふ

るさとを失って人生を一気に変えなければならな

かった方が何十万といるわけです。そういった事実

とかその方々が背負ったものとか，その心の有り様

というのは過去のものではなく今も現在進行である

のです。それが，難しくなっているのは，今までは

見えていたのが，どんどん潜在化して見えにくく

なっていることです。でもそういう思いが，ずっと

ずっとその方々の中には残っている，そこに我々は

どう向き合っていくのかが時が経つにつれて難しい

状況になってきていると思います。

ですから，一つは個が心の奥に持っているものを

我々はきちんと理解し，配慮して関わることと，も

う一方で子供たち全体に我々が学んだことをどう返

していくかです。あの当時，人とのつながりや助け

合うことがこんなにも大切なのだとか，助け合うこ

とやいろいろな方々への感謝の気持ち，朝が来るこ

との喜び，ご飯が食べられることへの感謝などをす

ごく実感し，再認識していたことをどんどん忘れて

いく。そこが風化していくのが怖いのです。やはり

あの大震災を体験した私たちには，学校教育の中に

それを反映させて，次世代を生きる子供たちにその

体験を伝えていく使命があり，それができるのだと

思うのです。私たちだからこそできると思っていま

す。

私は仙台の子供たちこそ本当に命を大切にし，い

じめが最も少ない，安心して互いが支え合い助け

合って生きていく子供たちであってほしいと願って

止まないのです。それは震災というつらい体験をし

たからこそ，あの体験をこれから生き抜くための貴

重な体験に昇華させていくべきと強く思うのです。

しかし現実はそうではないというところを私たちは

時間を掛けて打開していかなければなりません。体

制・対策づくりはもちろんですが，子供へのいたわ

りだとか，もしくは配慮だとかをもう少し改善しな

がら，これからのあり方というものをみんなで考え

ていかなければならないと思います。

それぞれの取組及び対応で得たこと

司会（白井）　　ここからは，各学校の取組及び対
応を通して得たことや現在勤務校で生かしていきた

いこと等について，具体的にお話しいただきたいと

思います。

菅原校長　　今，佐藤参事から個への配慮と全体と
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いう二つの視点をいただきました。全体についてお

話させていただきます。

震災直後，前任の明石校長先

生の時代から自己肯定感に着目

されて，多様な外部の人材を学

校にお招きし，子供たちにいろ

いろな経験をさせてきました。

そこで挨拶や夢をキーワード

にしていろいろなことを積み重ねてきました。実際

に学校の玄関にもスポーツ選手から寄贈されたすば

らしい物がたくさん飾られています。本当に多くの

方が来校し，子供たちと触れ合ってくださったのを

感じることができます。ただ，これまでは，外部の

支援者やボランティアの方々から受け取ることが中

心だったような気がしています。自分たちがもう少

し積極的に関わったり，何か自分たちができること

に参画したりする方に少しずつ変えていくことがで

きればと思い，去年あたりから取組を進めています。

一つの例として６年生が「富士山」をテーマに静

岡の学校と交流学習をしてきました。子供たちは，

こちらの学校には富士山なんかないと思っているの

ですが，実は六郷小からも太白山や蔵王山が見え，

それが富士山のような地域のシンボル的な山だと分

かるなど，地域を見直すことにつながっています。

そうした学びを発信して地域の方や関係する方に評

価してもらうことが，子供たちの力になると思って

います。PTAフェスティバル等もすごく良い機会だ

と思っていて，今までは子供が直接関わることはあ

りませんでした。せっかく総合の学習で子供たちが

育てた餅米をおこわにして売るので，自分たちがど

うやって米を育ててきたのかというパンフレットを

作って，それを添えて売る。また売り子も子供たち

が実際にやってみるということを試みました。お客

さんに「いいね」と言ってもらえる，そういう体験

によって自己肯定感が高まりました。さらにPTAで

関わったお母さん方も「やって良かった」という実

感を得ることができました。自分たちから積極的に

働きかけたことを評価してもらい，力を付けていく

ということをどんどん進めていけたらと思っていま

す。

また本校の場合東六郷小さんから太鼓を引き継い

だというのがすごく大きな学校の柱となっていま

す。全くその土台がなかったのですが，子供たちは

すごくやる気があるし，地域の方々の思いもすごく

大きくて，とにかくあれをなくしてはいけないとい

うことでやっています。いろいろ出演の機会をいた

だき，六郷地区，東六郷地区両方の地域の方からあ

りがたがられ認められ，子供たちもその気になって

やっています。認められることは大事だと感じてい

ます。早く演奏ができる曲目を増やしていきたいと

思っています。

また，六郷には六郷音頭というものがあり，歌詞

に地域の良さが織り込まれています。六郷市民セン

ターさんと共同で，子供たちが学ぶことも始めてい

ます。

地域を題材にして地域の方といろいろなことをや

る中で，我々教師とは違う視点で褒めてもらったり

認めてもらったりできる活動を展開することが，大

切だと思っています。実際に防災の視点からも，普

段から地域と子供たちがつながっていなければ，い

ざというときに何もできないということを，私たち

は重々感じています。地域づくり，人との関係づく

りを大切にしてきたいと思います。心の教育と言っ

て，何かを直接しているわけではありませんが，そ

ういうことをやっていくことが心の基盤づくりには

大切だと思います。先生方がその意識を持ってそれ

ができるかどうかが分かれ道なのかなと思っていま

す。

鈴木校長　　まず，東六郷小でのことについてお話
します。着任する前に思ったことは，教職員や保護

者・地域の思いを受け止めて，それぞれの関係づく

りに努めようと思いました。

新学期の準備を進めていた時，教職員から通常の

学校生活を送りたい，普通に授業がしたいとの声が

寄せられました。復興の第一は，通常の学校生活を

送ることだと考えて，教育環境の整備をすることに

重点を置いて学校経営にあたりました。津波被災校

ということで，外部からの支援やお見舞い，被災地

訪問，児童の励まし等の調整にあたりました。津波

被災校でも，通常の学校生活を送ることで，教職員

や保護者の心が安定してきました。それが，子供た

ちの心の安定にもつながったと思います。

先ほど石川校長先生から，荒浜小の子供たちは荒

浜のことをお話していたようですが，東六郷小の子

供たちは，そのことを口にすることはありませんで

した。

私は，閉校，統合を意識しながら子供たちに何を

残してやれるのか教職員と話し合いをしました。失

われたふるさと失われつつあるふるさとをしっかり



（１０）　平成３０年１月 廣 瀬 川 第９３号

と子供たちに理解させ，私たちの思いをしっかりと

子供たちと共有していかなければと思いました。そ

こで２６年度から「ふるさと教育」に取り組みました。

被災した本校や地域の様子をフィールドワークとし

て見に行くことにしました。被災した地元に行くこ

とを不安がっていた児童も数名いましたが，養護教

諭やスクールカウンセラーも同席し，また保護者へ

の事前アンケート調査を行い実施しました。そこで

子供たちが見たものは，自然環境が少しずつ戻って

きたことです。田んぼの堀にどじょう・ザリガニな

どを見付けました。塩害を受けた田畑にも元気に植

物が生長していました。また近くの「冒険遊び場」

の復旧作業の様子も見に行きました。子供たちは，

復興に向けてどんどん動いていることや新しく環境

整備がなされていることに気が付きました。将来に

向けて希望が持てたことは非常に大きかったと思っ

ています。

私は着任したときから，この子供たちは近い将来，

出会う人から，「出身は？仙台は？津波は？家族

は？」等いろいろ聞かれたときに，自分の言葉でしっ

かり語れる子供に育てたいと，常々教職員と話して

きました。そうして，この「ふるさと教育」を通し

て，きっとそのような子供になるだろうと感じるこ

とができました。

保護者からは，子供たちのためにPTA活動を復活

させたいという思いが伝わってきました。そこで，

手探りの中から児童会行事の「PTAの出店」「夏祭

り」「夏季休業中のプール開放」「広報紙作成」等，

一つずつ実現可能かどうか検討しました。児童数の

減少は，保護者の数も減っているということで，大

人の手が足りない分をどのように補うことができる

かが大きな課題でした。宮城教育大学の復興支援セ

ンターとつながることができて，学生のボランティ

アを募ることができました。また，若林区中央市民

センターとの連携，さらに若林区役所の応援等，大

震災後につながったところの物的支援と人的支援が

あり，PTA活動を再開することができました。子供

たちも親の姿を見て，大きな支えとなり前向きに動

き出すことができたと思います。

地域は六郷と一緒になることにそれほど不安や不

満はありませんでした。しかし，地元に戻れた地区

と戻りたくても戻れない地区の二つに分断されたこ

とで，東六郷への思いをどのように伝えたり自分た

ちの思いを表したりすればいいのか，なかなかうま

く統一性を図ることはできませんでした。閉校，統

合が決まったのと同時に，校舎解体も決まったので

すが，校庭の跡地が残ることになりました。その跡

地をどうするかの話し合いを進めてきました。地元

に戻った人と戻れなかった人，そして新しくつな

がった六郷との新しいコミュニティの場として活用

していけるのではと検討を続け「わたしのふるさと

プロジェクト」の活動を始めました。それが今日ま

でつながっています。

そういう東六郷の活動を基盤として，南材木町小

に着任したときには，学校と地域が非常に強くつな

がっていて，連合町内会の下の交通安全協会，防犯

協会，社会福祉協議会等の組織，そしてその下に

PTA，子ども会がしっかり組織化され，学校に対し

て協力的な活動が行われていました。

八軒中学校区の学校支援地域本部は，本校が事務

局校として動いており，中学校，若林小学校，古城

小学校の３小１中で組織されていますが，なかなか

それぞれの単位校が機能できないということがあり

ました。今年度から来年度に向けて支部校になれる

ように地域全体が連携することによって，中学校区

のつながりができていくのではないかと思っていま

す。これは，前任校の東六郷と六郷で，地域を交え

た活動を通して感じたことです。それを現在の勤務

校でも実践していきたいと思っています。

石川校長　　荒浜小学校の閉校を前に，校舎に掲げ
る看板のスローガンに地域の方々の学校への思いを

盛り込みたいと，子供たちが聴き取りの活動してい

たことがありました。震災当時，荒浜で町内会長を

されていた早坂さんが子供たちに語ってくれたその

ときのお話をわたしは生涯忘れることができないと

思います。「『母校』という言葉がありますが，小学

校はわたしにとって母親のような存在です。いつも

そこにあって，わたしたちを見守り，温かくすべて

を包み込んでくれているように感じています。震災

当日も多くの命を守ってくれた母校荒浜小学校には

感謝の思いでいっぱいです。」早坂さんは，その地

域に住む人々にとって，学校は象徴的な存在である

と同時に心のよりどころでもあるということを母親

の愛情に重ねて語ってくださったのです。一つの学

校がその歴史を閉じることの重さと，卒業生や地域

の方々の計り知れない寂しさや喪失感に胸が締めつ

けられるような思いになったことを今でも覚えてい

ます。

早坂さんはじめ，荒浜の地域の方々は被災し， 
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東宮城野小に併設された校舎に通うようになってか

らも子供たちにエールを送り続けてくださいまし

た。ある方は仮設住宅から，ある方は身を寄せてい

る親戚の家から，行事や授業のために駆け付けてく

ださいました。私が荒浜小学校に勤務する３年間，

その光景が変わることはありませんでした。学校は，

地域の方々に守られ，支えられ，育てていただいて

いるのだと実感する日々でした。

私たちがこれから先，どのように学校運営をして

いけばいいのか，時代を見据えて考えていかなくて

はなりませんが，同時に，これまで積み重ねられて

きた学校の歴史や伝統を理解し，地域の方々の思い

や願いを生かしていくこともとても大切なことだと

考えています。現任校においては，地域の方々から

率直にお話しいただけるよう，まずは積極的にコ

ミュニケーションを図るよう心掛けていきたいと

思っています。

七郷小学校でも，多くの貴重な経験をさせていた

だきました。

震災の風化が懸念されていますが，一人一人の体

験の違いで温度差が生じるのは仕方のないことだと

思います。しかし，全校で防災教育に取り組む中で，

６年間の見通しを持った指導計画と適切な資料や講

師の活用，そして先生方の熱意で，震災の教訓を生

かした防災の授業が成り立つことを実感してきまし

た。これからは震災遺構である荒浜小校舎もその一

翼を担ってくれるでしょう。まだしばらくは，子供

たちの心のケアが必要だと言われる期間が続くので

はないかと思います。そっと見守ることが必要なと

きもあるかもしれません。けれども，防災や復興に

ついて発達段階に応じて知識として習得したり，体

験したことを基に考えたり，主体的に学習を進めて

いったりすることは，子供たちの心のケアにつな

がっていくと私は信じています。

杜の都の学校教育の重点事項の中に，今年度から

防災対応力の育成が掲げられました。どのように実

現させていくかは，校長のリーダーシップによると

ころが大きいと思います。震災の被害が少ない芦口

小で，実感の伴った防災訓練をどのように行うかを

教職員で話し合いました。今年は子供たち，保護者

全員がそれぞれ必要な物を防災リュックに入れて持

ち寄り，１時間の授業を行いました。子供たちは子供

たちなりの発想ですが，保護者は震災当時のそれぞ

れの経験を踏まえながら，防災リュックの中身を用

意していました。今年度の活動を踏まえて，震災の

被害が少なかった本校でもできる防災訓練を考えて

いきたいと思います。

加藤養護教諭　　　熊本地震から半年が過ぎた１０月
に，気温３０度を超える中で運動会が行われました。

子供たちは，炎天下での練習をものともせず，本番

では力を出し切って，きらきらと輝く笑顔を見せて

いました。学習に取り組む真剣な姿，冬でも半袖で

校庭を駆け回る元気な姿などたくさんの前向きな様

子に触れ，保健室で関わりを持っていくうちに私に

できる支援は，「子供たちには自分を守る力，回復

する力を持っている」と信じ，子供たちの日常を支

えていくことなのだと気付かされました。

長期的な心のケアが求められた阪神・淡路大震災

後の先例を受けて，仙台市では，東日本大震災後，

早期に「児童生徒の心のケア」の取組が始まりまし

た。その一つである「児童生徒の心のケア」に関す

る研修会の職種別の実施は，管理職，教諭，養護教

諭それぞれが担う役割を明確にし，学校がチームと

しての支援を可能にしました。また，継続的な研修

の実施で，心のケアについての正しい知識を持ち，

先を見通した支援に当たることができました。

いまだ経験したことのない状況において，子供の

心のケアの基盤を学校という場，学校における教職

員の日常的な支援に置き，日々の関わりや教育活動

を通して子供たちの自己回復力を引き出す学校の持

つ力のすごさを感じました。

大きな衝撃や急な環境の変化を体験した子供たち

にとって，学校は日常の生活を取り戻せる大切な場

所であること，学校が再開したことで子供たちの日

常が戻り，心の支えや心の回復に大きな力を与えて

いたということを熊本の子供たちを目の前にして改

めて感じました。

「未来を切り開きたくましく生きる子供を
育てる学校経営」への思い

司会（白井）　　最後に，それぞれの学校で取り組
んで得たものや課題等を踏ま

え，「未来を切り開きたくましく

生きる子供を育てる学校経営」

について，校長としての思いを

お話しいただきたいと思いま

す。

まず，仙台市教育委員会から，今後の施策を推進
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していくにあたり，これからの課題，また，学校運

営について校長に期待することを含めて佐藤参事か

らお願いいたします。

佐藤参事　　被災から，８日後，奇跡的にも本校雄勝
中の生徒が全員無事であることを確認できました。

その夜のことですが，一人寝泊まりしていた仮の職

員室で，全員が生きていたという喜びと同時に，地

域は壊滅し，校舎は完全に廃虚と化して，生徒はほ

ぼ全員が家を失い，家族を失った生徒もいる，職員

も一人亡くなり，家を流された職員もいる，そんな

中で，あの惨状を生き延びた子供たちを，学校教育

ごときが支えていけるのか，ましてや自分が校長と

して何ができるのか，と自分の非力と無力を痛切に

感じ，一睡もできませんでした。

しかし，その後１年間，職員と心を一つにして子

供たちを支えて，学校教育だからこそできたことが

あり，そして学校教育の可能性を実感しました。本

当にすさまじい状況の中ではありましたが，そのこ

とを強く感じました。教育の原点に戻って，子供た

ちのために何ができるのかを，本気になって，必死

になって考えること，動くこと，そうすればたいて

いの課題は乗り切れると私は今，思っています。そ

れが，私が震災から学んだ大きな事の一つです。

今，本市の学校教育は，いじめ問題をはじめ，課

題は多岐に渡り，校長先生方に求められることも多

様化の一途をたどっています。

しかし，校長だからできることがあります。やは

り，校長でしかできないことがあるのです。その点

は，自信と覚悟をもって学校経営を推進していただ

きたいと思います。一方で，一人の校長が持ってい

る力は知れているというところもあります。学校の

課題改善や子供たちの豊かな学びの環境を創出する

ためには，多くの方の力を借りることをいとわない，

ためらわないということだと思います。地域の方は

もちろんですが，もっと視野を広げ，いろいろな方々

を学校教育に巻き込んでいくコーディネートする力

が，今校長に求められているのではないかと思って

います。

今，私自身，本市の中でなんとなく閉塞感のよう

なものを感じることがあります。やはり，今こそ，

あの大変な震災の状況下でも，私たちは子供たちの

ためを思って，教職員と地域の方が一緒になって前

を向いて進んだように，今こそ「前を向く」ことが

大事だと思っています。

あの時のことを生かしていくなら，今このような

状況にあって，信頼も失われてきていると言われて

いる本市の学校教育ですが，今こそ私たちは前を向

いていく時だ，と考えます。理想や夢を校長はしっ

かりと語って，もちろん市教委も語って，それを教

職員と共有して，実践をきちんと計画的に，そして

力を合わせて意図的に展開していかなければならな

い時期なのだろうと思っています。

どうか，校長先生方には，御自分が目指す理想の

教育を御自分の学校でされてほしい，そして実現し

てほしいと思っています。

加藤養護教諭　　熊本に出発する際，東日本大震災
を経験しているとは言え，自分に何ができるのか，

という思いと，熊本の先生方や子供たちは，知らな

い土地から来た自分をどのような気持ちで迎えるの

か不安を抱えての出発でした。震災によって異例づ

くしの中でも子供たちの日常を支えてこられた熊本

の先生方には，早期対応と継続した対応が求められ

る心のケアにおいても，文字通り一生懸命に頑張っ

ておられ，自分も一緒になり対応に当たることがで

きました。子供の心の健康の回復を目指し，職員が

力を合わせ，必要な時に適切な支援に当たることの

大切さを痛感した熊本勤務でした。今，折立小に戻っ

て，チーム折立の一人として先生方と子供たちの抱

える個々の課題を共有して，力を合わせた支援がで

きるのも，熊本での経験があったからだと思います。

保健室は，子供たちの「頭が痛い」「おなかが痛

い」等の訴えをもとに身体的アプローチができる場

所です。原因は一つではないという視点を持ち，子

供が保健室に入って来た時から養護教諭の専門性

と，自分が先生方や子供たちから得た多くの情報の

ピースを組み合わせ，子供の状態や何を求めている

のかというニーズ，隠れた思いを読み解くように努

めています。ふとした気付きを大切にし，子供が安

心して自分の気持ちを表現できる場をつくり，安定

して関わることのできる身近な存在でありたいと思

います。

さらに，子供たちの困難を乗り越え，前に進んで

いく心身のたくましさを信じ，養護教諭としてそれ

を引き出すために人と人とをつなぎ，チーム学校と

して子供たち一人一人を支援できるよう努めていき

たいと思っています。

石川校長　　私は，この４月に新任校長として芦口
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小学校に着任いたしました。震災時の先輩の校長先

生方のように，的確な判断と行動により，子供たち

の大切な命を何が何でも守らなくてはならないとい

う重圧を日々感じながら学校経営に当たっておりま

す。

芦口小学校は，昭和５４年に開校し，来年で４０周年

を迎えます。八木山，西多賀，緑ケ丘の三町内会の

一部が学区に指定されているため，地域の方々は，

それぞれの町内会に所属しつつ，「芦口学区町内会連

絡協議会」という芦口小学校区の組織にも重複して

所属しています。荒浜の方々がそうだったように，

地域の方々は様々な思いを持って学校に関わってく

ださっており，開校当時から学校の行事に参加して

くださる方もいらっしゃれば，「うちの子供たちがお

世話になった恩返しです。」と言って，ボランティ

アを引き受けてくださる方もいらっしゃいます。

また，芦口小学校区防災訓練は，芦口学区町内会

連絡協議会を中心に地域の方と学校が話し合いを重

ねて実施するようになり，今年で６回目になります。

地域の代表の方々は「学校は子供たちの命を守る最

前線になる。避難所運営は地域で行わなくてはなら

ない。」という一貫した方針を持っておられて，そ

のおかげで，地域と学校が協働して行う訓練と，そ

れぞれのねらいで行う訓練をうまく組み合わせて実

施することができています。地域と学校とが防災マ

ニュアル作成について話し合いを持ち，一緒に作っ

ていることも大きな特徴だと思います。

本校はこれまで，このように前向きで温かい地域

の方々に支えられながら教育活動を進めてまいりま

した。けれども，子供たちがこれからの変化の激し

い社会を生きていくためには，物事に主体的に向き

合い，様々な他者と関わっていくことがますます大

切になってくると考えます。

学習指導要領の改定で，「社会に開かれた教育課

程」の実現が求められています。社会と連携・協働

しながら子供たちが未来の創り手となるために必要

な資質・能力を育むためだとされています。こうし

た時代の要請からも，これからの教育課程は，学校

にとって一番身近な社会である地域の方々に参加，

協力していただくと同時に，地域の方々の思いや願

いが反映されたものになるようにしていかなくては

ならないと考えています。

芦口小学校の強力なサポーターである地域の方々

にこれからも様々な面でお力をお借りしながら，こ

れから特色ある学校づくりを更に推進することで，

芦口小学校で学んだことに自信を持って歩んでいけ

る子供を育てていきたいと思います。

菅原校長　　子供たちがこれから先をたくましく生
きる，ということを考えたときに，震災が及ぼした

子供たちの心への大きな影響を考えないわけにはい

きません。短期的に捉えると，子供たちは心に大き

な傷や深い傷を負っているだろう，だから不安や困

難を取り除いていってあげたいという気持ちになる

のだろうと思います。実際，保護者も子供たちも不

安傾向が強い状況を見ると，どうしても，まず目の

前の安心・安全を確保するということを重点的に行

わざるを得ない，というのが実情です。

しかし，それを長期的に見て，子供たちが真にた

くましく育っていく，やがて社会に出て，「社会的

な自立」の基礎を培うということを考えたときに，

取り除くということ一辺倒で本当に大丈夫なのか。

これは，私が最近，特に思うことです。程度はあり

ますが，人にはネガティブな感情もあって当たり前

です。そういうものをうまくコントロールしていき

ながら，生きていくことも必要だと思います。そう

いう意味で，困難を乗り越えることや，失敗を恐れ

ずにチャレンジすること，創造性を発揮しながら前

に進んでいくこと，それらを支える多様性の理解や

豊かなコミュニケーションの力など，「たくましく生

きる力」育成プログラムで示しているような知恵・

態度を，じっくりと幼児教育の時期からかん養して

いくことやバランスよく身に付けさせていくことの

重要性が増しているように思います。

そして，それは小学校だけではなく，幼児期の教

育から同じように意識し，同じところを目指して，

幼保・小・中と「たくましく生きる」という柱で縦

のつながりをこれまで以上に意識しなければならな

いと考えています。また，地域，広い意味で社会全

体と関わりながら子供たちを育てていく，横のつな

がりも強化していかなければならないと思っていま

す。

そうした力は，教室内の学習だけでは，十分に力

として備わらないため，体験や様々な人との交流活

動の充実を図っていく必要があります。そのことを，

教員一人一人がしっかりと理解し，日々の授業に反

映させられるような学校経営を進めていきたいと思

います。例を挙げれば，震災直後に故郷復興プロジェ

クトで各校が作った応援旗があります。六郷小学校

にも飾ってありますが，あの旗が作られるにはどう
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いう経緯があったのか，その真意が分かる教員はこ

れからどんどん減っていくことになります。そうい

う意味でも，今が節目だと強く思います。改めてこ

れまで本市の教育は何をやってきたのか，そしてこ

れから何が大事なのか，それを先生方と確かめてい

きたいと思っています。

鈴木校長　　１２日の２学期始業式で，子供たちに「見
通しを持って生活しましょう」，という話をしまし

た。これは，職員にも日頃から言っていることです

が，現在，どのような状況にあるのかということを

子供たちがしっかりと受け止め，次の一歩を踏み出

せるような環境づくりが重要であると常々感じてい

たからです。そのためには学校と家庭，地域の密な

る連携が必要です。子供には，学校と家庭の顔があ

ります。学校では友達や先生がいるので，前向きな

考えや行動ができます。けれども，忙しい保護者の

中にいる子供は，話をしたいときには家庭に相手が

いない環境にあります。子供が，「こんなことでき

たよ」「こんなことをやったよ」と自分の思いを話

しにくい環境にあります。

発達段階やその時々の状況にもよりますが，自分

で考えて判断し，行動に移せる児童の育成には，や

はり学校と家庭，地域の連携が大事だと感じていま

す。

自然災害から，自分の命を守

るためには，発達段階に応じて，

自然災害に対する知識と備えに

ついて，防災教育としてしっか

りと取り組む必要があります。

東日本大震災後に，何をどのよ

うにしていたのかを体験した私たちがしっかりと伝

えることが重要です。それを基に，子供たちに何を

どうすればいいのかを考えさせて，日常的に取り組

むプログラム作りが大切であると思っています。今，

そのプログラムづくりに取り組んでいます。今週末，

地域と保護者と一緒に取り組む，総合防災訓練があ

ります。いつも，大人が考えたプログラムに子供が

参加する状況でしたので，先ほど石川校長先生のお

話を聞いて，そうではなく，訓練のための訓練では

ない，子供たちが自分で考えて行動できるような訓

練を，この訓練が終わった後，改めて教職員と一緒

に考えていかなければという思いを強くしました。

その点で，保護者と一緒に取り組む防災・減災教

育を推進していくことが，未来に向けての一歩につ

ながると思います。物としての備えと心得ておくこ

との備えをすることで，いざというときに行動に移

せると思います。そのためには家族だけで活動する

のではなく，友達や御近所，町内会，子供会などの

つながりが大きい本校の特色を生かし，それぞれの

団体の活動や行事に参加して，つながりを持つこと

が大事であると思います。

そして，不安を不安でなくするためには，「想定

外を想定していく」ことが重要です。震災当時，水

が出なくなる，ガスが来ない，携帯電話がつながら

ないということは，考えていませんでした。その後

は，経験したからこそ，分かることがたくさんある

ので，様々な場面設定をして，震災を経験していな

い子供たちが，自分で考え，行動できるようにしな

ければならないと考えます。どのようにして水を確

保するのか，食料はどうするのか，家族との連絡の

取り方など，起こった出来事を前向きにとらえて，

どうすればよいのかを考えて行動できる児童の育成

こそが，未来を切り開いていく，生き抜く力を育む

と考えています。

司会（白井）　　最後に，本日の座談会のまとめを
含めまして，坂本校長先生にお話しいただきます。

坂本会長　　本当に良いお話だと，聞き入っていま
した。座談会ではもったいなく，シンポジウムとし

て全ての校長先生方に聞いてもらった方が良かった

と思いました。出席された方のそれぞれの思いとこ

れからどうしていかなければならないかという熱意

が感じられて，これをまとめていくのは難しいと感

じています。ただ，本日の座談会をお聞きしながら，

私が新任校長の時，新任校長研修の一環として被災

地を回った時のことを思い出しました。

本日おいでいただいている，佐藤参事から，被災

した雄勝中学校を案内していただきながら，震災時

の様子と学校再開，そして，本当の復興とはどうい

うことなのか，その意味を教えていただきました。

また，当時は女川四小の校長でありました，現校長

会広報部長の今野校長先生からも，津波の恐ろしさ

や当時の学校の様子など，我々が経験できなかった

ことについて教えていただきました。その後，被災

した戸倉小学校の当時の教頭先生から，災害時の管

理職の判断の重さについて深く考えさせられたこと

を覚えています。これらのことが，現在校長として

ある自分にとても役立っています。
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今年度校長会では，活動の重点の中に，「命と心

を守り育む教育」を重点事項に掲げました。そして，

「命を大切にする教育の一層の推進」「心の健康教育

の充実と強化」「教職員がより子供たちに向き合える

体制の構築」を三つの柱として，各学校における取

組をお願いしています。さらには，命を大切にする

心や他人を思いやる心など，子供たちの豊かな心を

育み，いじめや不登校を無くし，全ての子供たちに，

学校は楽しいところだ，安心できるところだと感じ

てもらえるように，危機意識を持って学校経営を進

めておられることと思います。

震災当時，学校は避難所を開設して多くの避難者

を受け入れました。その中で，私たち教員は学校再

開に向け，本当に心を一つにし，子供たちをとにか

く学校に集めようという思いでいたことを忘れては

いけない，と今日の話を聞いて改めて思いました。

６年半が経ちましたが，あの時に私たちが感じ，

思ったことを鮮明に思い出しました。それは，命の

大切さや助け合う心の大切さ，他にもたくさんある

震災から学んだ大事なことを子供たちに伝えていか

なければいけない，ということです。今日の話の中

でも，校長の思い，それを継続的に子供たち，保護

者，地域，教員に伝えていかなければいけないとい

うこと，そして，あのときに経験したことを我々で

終わるのではなくて，これからも伝えること，それ

をどう生かしていくのかということを，再認識しま

した。加藤先生の言われた，「学校は子供が日常生

活を取り戻す場」というお話から，子供たちに学校

は必要なのだと強く思います。そこで，子供たちの

ために何ができるのかということを，我々校長は

常々考えて，参事のお話にありましたように，教育

の可能性を信じて，校長一人一人が，そして校長会

としてみんなで一緒に考えていかなければいけな

い，と思いました。本日は，ありがとうございまし

た。

【挨拶】近澤副部長　　本日は御多用中にもかかわ
らず，仙台市教育委員会学校教育部参事佐藤淳一様

に御臨席を賜り，誠にありがとうございました。

また，仙台市小学校長会会長，荒町小学校坂本憲

昭校長先生，本会会員である南材木町小学校鈴木一

彦校長先生，六郷小学校菅原弘一校長先生，芦口小

学校石川裕美校長先生，そして，折立小学校養護教

諭加藤里沙先生に御出席いただきまして誠にありが

とうございました。

東日本大震災から６年半が過ぎ，ハード的には復

興が進みつつあるといえる仙台市ですが，震災に起

因する心の健康に関する諸問題について考えていか

なければいけないこの時期に，御出席いただいた皆

様から，児童・保護者・学校の現状や取組状況の御

紹介，今後の展望等について貴重なお話を伺うこと

ができました。それぞれのお立場で，子供たちのた

めに御尽力されておりますことに敬意を表したいと

存じます。

本日の座談会の内容は，この後，広報部でまとめ

させていただき，仙台市小学校長会の会報誌「廣瀬

川」に掲載する予定でございます。また，本会の会

員のみならず，仙台市小学校長会のホームページか

ら，仙台市の小学校の取組を全国に向けて発信する

ことになっております。

本日は，お忙しい中，貴重なお時間を頂戴いたし

まして誠にありがとうございました。

以上，簡単ではございますが，閉会の挨拶といた

します。
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これが私の故郷です　　　　　
第1地区会長　赤間　宏（東二番丁小学校）

提言
復興に向けた創意ある教育

今や本校学区内に震災の傷跡を認めることは難し

く，震災は本当にあったのかと錯覚すら覚える。そ

の危険性を戒める数枚の写真が校長室に掲示されて

いる。仙台駅や近隣商店街からおびただしい人々が

学校に押し寄せた震災直後の様子に，来客は一様に

驚きの声をあげる。

また来るかもしれないその日に“共助”や“公助”

の一端を担うであろう子供たちに対して，どのよう

に地域への愛着や誇りを持たせるか。山も川もなけ

れば地面も校庭ぐらいにしかない自然環境，町内会

も子供会育成会も本来的な機能を果たし得ない社会

環境にある本校においては，ことさら重要な課題で

ある。その取組を紹介する。

１　地域の祭りへの参加

ほとんどの子供たちは夏休みの二日間，一番町三

社まつりと三瀧山不動尊夏まつりにそろいの法被姿

で参加する。下学年は宮城野盆唄を歌いすずめ踊り

を披露し，上学年は１０台の和太鼓を並べて「ぶち合

わせ太鼓」を演奏。アーケードに子供たちの元気な

掛け声と太鼓の音が響き渡る。事前に，２回の土曜日

を使って地元銀行和太鼓愛好会の皆さんから手ほど

きを受けている。

２　仙台七夕への参加

全校児童や教職員，保護者が力を合わせて本格的

な五つの吹き流しを作る。出来あがったものはアー

ケード内の一番良い場所に飾られる。昨年は「努力

賞」をいただいた。

これら二つの取組は，地域の商店街の要請を受け

る形で，卒業生の全面協力を得て震災前から行って

いる。学校も地域の一員であるとの考えに立ち，地

域活性化に一役買っているものと自負している。

児童の２５％が学区外から通い，転勤族も多い。子

供たちは将来，どこの地に居ても七夕やすずめ踊り

のニュースに接したとき「これが私の故郷です」と

思い出してくれることだろう。こうした取組の継続

が子供たちの原風景・原体験となって人を思い，居

住する地域を思い，自然災害等の困難にも立ち向か

う力，復興推進の力になっていくものと確信する。

復興に向けた教育で，子供たちに身に付けさせた

いのは，未来を切り開きたくましく生きる力である。

本校では，協働型学校評価の目標の一つを「地域

で学ぶ教育活動を推進し，地域の方に感謝の気持ち

であいさつできる子供の育成」に定め，自分づくり

教育の一環として，起業家教育に取り組み，地域と

関わる学習の中で，子供たちをたくましく豊かに育

てる試みを続けている。

高学年は，３年前から，総合的な学習の時間に「荒

巻元気アップ作戦」を行っている。５年生は，地元

の商店を取材し，その商店の特徴を表現した応援ポ

スターを作った。プロのコピーライターさんやデザ

イナーさんから「その商店の何をどのように伝える

か」の指導を受けて行っている。

６年生は，「ウィラブ荒巻～告白！大好きな所～」

のイベントを

１２月 に 行 っ

た。荒巻の商

店を訪ねてい

ただこうと

シールラリーを行った。焼き芋無料券等が当たるく

じを子供たちが商店と交渉して用意したことが人気

を呼んだのか，当日はたくさんの地域の方々に参加

していただいた。「初めて地元のお店に入りました。」

と話される方々もいて，商品が売り切れる店まで出

る盛況ぶりだった。

これらの学習を行う上で欠かせないのが，地域の

方々のお力だ。御協力いただいている商店の皆様や

安全面での見守りをしていただいている学習ボラン

ティアの存在なくしては成り立たない。本校では，

まず当該学年の保護者に呼び掛け，さらに不足数を

学校支援地域本部で確保するという方策を取ってい

るが，回を重ねるごとに，参加してくださる方々が

増えており，学校理解にもつながっている。

地域コミュニティーにおける関係の希薄化が叫ば

れる昨今であるが，そんな時代だからこそ，地域の

方々のお力をお借りし，地域で学ぶ教育活動を積極

的に行い，地元愛を育んだり，チャレンジ精神や実

践力を伸ばしたりする学習を通して，子供たちをた

くましく豊かに育てていきたいと思う。

地域で学び，子供たちをたくましく育てる
第3地区会長　小熊　信治（荒巻小学校）

提言
復興に向けた創意ある教育
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松の葉のようにつながって　　　　　
第5地区会長　梅原　隆司（東仙台小学校）

提言
復興に向けた創意ある教育

震災によって再認識されたのが防災への備えとと

もに住民同士の日頃からのつながりであろう。本校

の学区では震災による被害は少なかったが，震災直

後は多くの避難者が身を寄せるという状況があっ

た。震災後は分譲住宅やマンションの新設があった

ため，被災地からの転居者や震災遺児・孤児の転入

があるなど，心のケアを心掛けるべき子供がいた。

また，以前より児童養護施設から通学している子供

もおり，それぞれに現況からの立ち直りや自己有用

感を高めることが課題となっていた。共に心の傷や

荒廃を癒やして活力を高めてやる必要があった。

人と人との関わりの中で子供たちは生かされ成長

していくが，縦割り活動などはよい方法と考える。

他校においてもそれぞれ工夫をしながら実施されて

いることと思うが，本校でも以前からこの活動に取

り組んでおり，更に力を注いでいる。本校では縦割

り活動を校木の「黒松」にちなんで「まつばタイム」

と称している。全校児童４４７名が学級を基本に１４グ

ループに分かれ，年間で１１回活動している。いずれ

も高学年児童が設定されたねらいに従って計画して

行っている。業前の短時間活動が６回，４５分間の活

動が５回である。下級生の子の面倒を見たり上級生

から優しくされたりといった人との交わりを通し

て，自分の良さや周りの思いに気付いてくれたらと

強く願う。

活動の中に「みんなで大縄跳びをしよう」という

ものがあった。全グループ対抗で時間内に跳べた回

数を競うものであった。高学年が役割を分担して下

級生に声掛けし，下級生は回数を数えながら奮闘し

た。跳び越える様子に一喜一憂しながらも失敗して

しまった子への悪口は聞かれなかった。

今，子供たちはこの縦割り活動をさらに充実させ

て，いじめ解消への取り組みにつなげようとしてい

る。排除ではなく強い結び付きへ向かお

うとしているのである。「人」という字

に似ている松の葉が２本でひとつである

ように，人と人とのつながりを大切に思

えるような子供に育てていきたい。

「あの日」からと言って，現在どれだけの人たち

が未曾有の大災害による計り知れない被害とその影

響の大きさを想像することができているのか。

当時，これまで取り組んできた教育活動を改めて

見つめ直し，大切にしていることや継続しているこ

とにしっかり目を向け地道に活動していくことが重

要であるという認識が静かに広がっていたように思

う。

特に，子供たちは「今，自分たちにできることは

何かを必死に問い，できることを精一杯やろう。」と，

児童会を中心とした挨拶運動や清掃活動，花いっぱ

い運動などに取り組んできた。これらの活動は，多

くの保護者や地域の方々の心を動かし，生きる勇気

や希望を与えてきた。「普通であること，当たり前

であることにも多くの人々の努力を要し，感謝しな

ければならない。」と学んだ子供たちは，「わたした

ちが精一杯生きること。あの震災を忘れないこと。」

と誓い，今日まで様々な取組を続けている。

今年度，当校の復興プロジェクトでは，６年生の子

供が七夕飾りとなる折り鶴への思いを全児童に向け

て語り掛けた。「今年も鶴を折りました。低学年の

頃には何も考えずに作っていたのですが，震災に

よって傷ついた人たちを少しでも励ますことができ

ればという思いがだんだんと強くなってきました。

２年前に商店街につるされた大きな千羽鶴を間近で

見たとき，その鶴を折ったことを誇りに思いました。」

また，「ようこそ先輩」という行事に「花は咲く」

の作詞者岩井俊二さんに来ていただき，歌が生まれ

た背景や詩に託した思いを語ってもらった。「故郷に

なかなか帰れない人たちが遠くから見つめている様

子を日記のように書いた。」ということ。『いつか生

まれる君のために』のところが気に入っています。

未来を思うとき，一番自分が優しくなれるから。」

と聞いた子供たちは，自分を大事に生きることや身

近な人への感謝の気持ちを抱いたのではないかと

思っている。

悲しみや苦しみを癒やしてくれる地域の人々の温

かさと自然の豊かさに包まれながら子供たちがたく

ましく育っていくことは，やがて故郷を愛おしく思

う気持ちや生きる支えになっていくと信じている。

子供たちに故郷をつくる　　　　　
第7地区会長　大江　広夫（大野田小学校）

提言
復興に向けた創意ある教育

人
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「校長先生，あいタワーくん，あいカネちゃんは，

入学式の後，どのように登場させましょうか？」

昨年度着任してすぐにおやじの会の方から言われ

た言葉です。子供たちを支える応援団との出会いで

した。

長命ケ丘小学校は，長命ケ丘団地誕生とともに，

昭和５４年４月に開校しました。最大１，４００人越えか

ら南中山小学校との分離を経て，最近は３５０～４００人

の中で推移してきている学校です。

あいタワーくん，あいカネちゃんとは，平成２５年，

自分づくり教育の研究指定の中で，当時３年生だっ

た子供たちが長命ケ丘を盛り上げようと，公園にあ

る愛の鐘にちなんで考えたキャラクターです。それ

をおやじの会が中心となって着ぐるみのゆるキャラ

まで作ってしまったのです。

子供の思いを形にしてしまうパワー，そして，ゆ

るキャラを核に子供たちや地域を盛り上げようとす

る心意気を強く感じた昨年の１年でした。その反

面，たくさんの応援に甘えてしまっている学校，子

供たち，そして，保護者があることも痛感させられ

ました。「学校に泊まろう」や「餅つき大会」など，

やってもらって当たり前という雰囲気だったので

す。

地域に根ざす学校としてできることは何か，教職

員や子供たちには「感謝と返礼」の大切さを伝え続

けました。そんな中，「長命ケ丘が笑顔でいっぱい

になるような活動をしていきたい」という６年児童

による新学期の抱負をきっかけとして，「長命に笑

顔をとどけ隊」が結成されました。「市民センター祭

り」「児童センター祭り」や「スポーツフェスタ」

などで地域を元気に，そして笑顔にするスタッフの

一員として生き生きと活動しています。

「愛の鐘が仙台一，宮城一になってほしい」キャラ

クターを作った当時の３年生の言葉です。その子た

ちも中学１年となりました。「笑顔をとどけ隊」も中

学校へ引き継がれるはずです。ゆるキャラとともに

小中連携を強化して，おやじの会などたくさんの応

援団の皆様と手を携え，仙台一，宮城一の長命ケ丘

を目指したいと思っています。

八乙女小学校は，仙台市北部に位置し昭和５６年に

開校しました。八乙女は，国道４号線から延びる北

環状線に沿って大型スーパーや大型商店が軒を連

ね，その両側にマンション群が，高台に住宅地が形

成され利便性の高い地域です。そのため，転勤族が

多く児童の転出入が激しい学区ですが，学校と家

庭，地域が連携し子供たちを真ん中においた様々な

活動が脈々と展開されています。

その根幹を成すのが，父母教師会，子ども会育成

会，体育振興会，民生委員，父ちゃんの会，町内会

等の方々です。学校のためなら子供たちのためな

ら，苦労を意に介さない方々ばかりです。　また，上

記の諸団体が一丸となって平成１８年に「地域で子ど

もを守る会」を立ち上げ，地域の安全や子供たちの

交通事故防止を願って登下校時の旗振りや見守り活

動を行ってくださいます。さらに，父ちゃんの会

は，仙台市内で一番に創設され伝統があります。夏

は花山キャンプ，冬は餅つきや凧揚げ等楽しい催し

物がたくさんあります。様々な学校行事への協力や

支援活動も充実しています。

八乙女小学校には，かゆいところにそっと手を差

し伸べてくれるような学校の応援団がたくさんあり

ます。「よい地域はよい学校をつくり，よい学校は

よい人をつくる」という言葉がぴったりな八乙女で

す。

八乙女中学校区は平成２３年より「学びの連携モデ

ル事業」を推進しています。９年間を通した生き方

教育を柱に，地域連携や学力向上等の取組を効果的

に関連付け，今日をたくましく生きる力の習得を目

指す学校教育を推進しています。また，幼保小の連

携，小１生活・学習サポーター，スタートカリキュ

ラムの充実に加え，中１ギャップの予防・解決にも

つなげています。さらに，地域全員での防災に関す

る座談会や情報交換をきっかけに，地域防災推進の

機運が高まり，中学校区地域防災訓練の開催に至っ

たことはモデル事業成果の一つです。

八乙女小学校の子供たちが，中学生や高校生，や

がて大人になり，学校と家庭，地域の活動を支えて

いく一員に成長することを期待します。

学区紹介　　地域とともに

学区紹介　　地域とともに

板橋　髙広（長命ケ丘小学校）

ゆるキャラとともに

　山田　洋一（八乙女小学校）

  よい地域はよい学校をつくり，
  よい学校はよい人をつくる　
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１　はじめに
今年度も７月に行われた第５７回東北連合小学校長

会研究協議会山形大会（以下東北連小山形大会）を

はじめ，１０月に第６９回全国連合小学校長会研究協議

会佐賀大会（以下全連小佐賀大会），１１月には第７１

回指定都市小学校長会研究協議会川崎大会（以下指

定都市川崎大会）と，三つの大きな研究協議会が開

催された。仙台市小学校長会からもこれらの大会に

多くの会員が参加し，多様化・複雑化する学校課題

の解決に向けて校長が果たすべき役割と指導性につ

いて研究協議を深め，日々の教育実践に反映されて

いる。今年度は，仙台市からは指定都市問題研究委

員会が研究発表に向けて対応した。領域別研究委員

会は来たるべき平成３１年全国秋田大会に向けて研究

に取り組み，学校課題委員会は昨年度から取り組ん

できた「チーム学校」「多忙化解消」の課題につい

て実践校を取材し，研究協議会で紹介しながら会員

相互の協議を深めた。また，県市の権限委譲が進め

られる中で宮城県と仙台市の研究部は県市研修部連

絡協議会を通じて連携を図り，平成３０年度以降の研

究に向けて調整を図ってきた。

２　東北連小山形大会（平成２９年７月６日～７日）
昨年度の岩手大会の成果を引き継ぎ，山形県山形

市で開催された。東北各地から１，０３７名の校長が集

い，宮城県からは１８２名，その内仙台市からは５７名

の会員が参加した。

【大会主題】

「新たな知を拓き　人間性豊かな社会を築く日本人
の育成を目指す小学校教育の推進」
－夢と希望をもち　共に未来を拓く　いのち輝く子
どもを育てる学校経営－
大会１日目は会員を迎えるプレゼンテーションに

始まり，開会式，そして記念講演が行われた。田中

利幸大会会長から学校統廃合による会員数の減少を

視野にコンパクトな大会を目指し，研修の充実を何

よりのおもてなしという挨拶をいただき開幕した。

記念講演では，慶應義塾大学先端生命科学研究所

所長の冨田勝氏に「日本の未来は東北から　～慶應

鶴岡キャンパスの新・人材育成～」をテーマに講演

をいただいた。人工クモ糸などで知られる数々の技

術開発と共に東北だからできる人材づくりについて

熱く語られ，校長にとって学校経営に資する多くの

示唆をいただいた。

２日目は１０分科会が行われた。宮城県からは以下

の二つの分科会で話題提供を行い，仙台市からの発

表は今年度はなかった。

○第９分科会　健康・環境　視点１

「生きる力を育む健康教育推進と校長の在り方」

・発表者　登米市立宝江小学校　遠藤麻由美校長

○第１０分科会　連携・接続　視点１

「家庭・地域等と連携し，地域に貢献する学校づく

りの推進と校長の在り方」

・発表者　大和町立吉田小学校　遠藤実校長

各分科会では視点１，２に基づいた発表を受けて，

研究協議の柱を設けながら小グループによるワーク

ショップ型の協議が行われた。分科会では東北各県

のそれぞれの地域に根ざした教育実践について活発

に意見が交わされた。この後，分科会ごとに閉会行

事が行われ次年度青森大会へと引き継がれた。

３　全連小佐賀大会（平成２９年１０月１２日～１３日）
全国各地から２，４００余名の会員が吉野ヶ里遺跡で

知られる佐賀県佐賀市に集まり全国大会が開催さ

れ，宮城県からは３８名，その内仙台から１２名の会員

が参加した。

【大会主題】

「新たな知を拓き　人間性豊かな社会を築く日本人
の育成を目指す小学校教育の推進」
～志を胸に　高きに和して　未来を創る　子どもを
育てる　学校経営の推進～
１日目の開会式では，全連小の種村明頼会長の挨

拶から始まり，下川雅彦佐賀大会実行委員長からは

「志　高きに和す　創造」の大会コンセプトが示さ

研究部長　鶴谷　研（長町小学校）

研究部の活動を振り返って

研究部から
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れた。続いて文部科学省講話では次期学習指導要領

の改定に向けて，その内容や移行期間も含め今後の

流れについて簡潔に御説明をいただいた。

その後，１３分科会が７会場に分かれて研究協議が

行われた。参加した第７分科会「研究・研修」でさ

えも１７０名以上の参加があり，２８の小グループを編成

し，二つの視点，大会開催地区ブロックから一つ，

全国から一つの２県の研究発表を受けて，研究協議

が行われた。

２日目は研究協議会のまとめの報告の後に，シン

ポジウムが行われた。NHKみんなのうたのイメージ

画などを手掛けた画家の中島潔氏，柿右衛門窯の１５

代当主である酒井田柿右衛門氏，そしてオリンピッ

クの実況中継も担当したNHKシニアアナウンサー

内山俊哉氏の３人によるシンポジウムで「未来を創

る子どもたちに　～あたたかく　強く　しなやか

に」をテーマに，自らの道を究めた人生を三つの視

点に区切りながら話され，今の子供たちへの思いも

含め紹介された。これを全連小調査研究部の針谷玲

子部長が「未来を創造する子供たちへ，教育に携わ

る校長へのメッセージ」についてまとめ閉会となっ

た。

４　指定都市川崎大会（平成２９年１１月９日～１０日）
全国２１の政令指定都市から３００名余りの会員が，政

令指定都市の中では人口増加率が最も高い川崎市に

集い研究協議会が開催された。仙台市からは指定都

市問題研究委員７名を含む１１名が参加した。

【大会主題】

「夢や希望をいだき　個の自立と　共に生きる力を
育む学校経営」
１日目はミューザ川崎シンフォニーホールで近藤

岳氏のパイプオルガン演奏で開幕し，開会式では丸

山衛川崎市大会会長の挨拶と続いた。今年度から県

費負担教職員が政令市移管，次期学習指導要領の告

示など，変動する社会情勢にあって学校を取り巻く

環境が大きく変わりつつある中で，大都市が直面す

る諸課題の解決に向け，校長が果たすべき役割と指

導性について研究協議を深めた。

開会式の終了後，各都市の参加者が３分科会に分

かれ話題別情報交換会が行われた。テーマは各都市

へのアンケートを受けて「校長会の運営組織」「教

職員の資質向上システム」「英語・外国語活動」となっ

た。

７都市２分間という短くまとめた口頭発表の後，

小グループで情報交換を行った。「校長会の運営組

織」では，話題は県と政令市の校長会の分離が当然

中心となった。１年後には計画的に分離する校長会

もあれば，分離せずに一緒に運営していく校長会も

あった。仙台市のように既に分離して県校長会と連

携を図っているところは少ないことを改めて感じ

た。午後からは六つの研究協議会が開催され，仙台

市からは第３分散会において沖野東小学校熊谷敏校

長が指定都市問題研究委員会の研究成果を発表し

た。

○第３分散会「人権教育上の諸問題」
「いじめの未然防止に向けた施策の推進と学校経営」
発表者　仙台市立沖野東小学校　熊谷　敏校長
仙台市教育委員会がいじめ問題を最重要課題とし

て推進している施策を受け，市内各小学校で「未然

防止・啓発活動」「早期発見・早期対応」「教職員が

子供に向き合える体制づくり」「家庭や地域との連

携」の４点についての取組を紹介した。特に，沖野

東小学校での特色ある実践事例を紹介し，校長の果

たすべき役割や今後の課題を示すことができた。

夕方には指定都市全員参加の交流会が開催され，

情報交換と懇親を深める機会となった。

２日目は教育講演「東京２０２０を契機としたスポー

ツによる街づくり」をテーマに東京オリンピック・

パラリンピック組織委員会企画部の天野春果部長に

よる講演が行われた。川崎フロンターレ時代の街づ

くりに貢献した手腕を生かした多くの取組は学校経

営を担う校長として示唆に富むお話であった。

５　その他
研究部では三つの委員会の活動を年度末に研究紀

要にまとめて報告する予定である。また，宮城県研

修部とは平成３０年度以降の東北連小の分科会割当て

など今後の予定を協議して決めている。仙台市とし

ては平成３２年度には東北大会宮城大会を主管してい

く。今年度は準備委員会を立ち上げ，来年度からは

本格的に実行委員会を立ち上げ準備していくことに

なる。大会の年は次期学習指導要領の完全実施の年

となるだけに，今後の動向をよく把握しながら研究

を進めなければならない。

今年度もたくさんの会員の皆様から研究部へ御指

導御支援いただいたことに改めて感謝申し上げま

す。
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１　はじめに
杜の都の学校教育や小学校長会においては，今年

度の重点事項の一つを「豊かな心の育成～命と心を

守り育む教育～」としています。

生徒指導部の活動の方針は，「児童の健全育成等

今日的課題についての指導と対策の充実を図り，各

校における生徒指導実践の一助とする。」です。仙台

市や校長会の重点事項を踏まえ，調査研究，中学校

生徒指導部会や関係諸機関との連携等の活動を推進

してきました。以下，主な活動を紹介いたします。

２　生徒指導部の活動
茨　調査研究

平成２８年度から，いじめの未然防止に関しての調

査研究活動に取り組んでいます。「いじめの未然防

止に取り組む学校経営と校長の役割」というテーマ

で，小学校長へのアンケート調査を実施し，まとめ

ました。

昨年度は，仙台市における自死事案を受けて，子

供たちをこのような悲しいことが二度と起きないよ

うに，各学校が改めて自校の取組を見直し，学校全

体でいじめ防止に当たることを確認しました。その

上で，私たち校長がリーダーシップをより発揮する

ために，それぞれの学校での取組を共有すること

で，いじめの未然防止がより一層図られるのではな

いかという趣旨から調査研究をスタートしました。

調査の初年度ということもあり，内容は網羅的に

なっていますが，各校の取組や工夫，成果や課題に

ついてなど，記述いただいた事柄は，原文をできる

だけ尊重した表現で記載しています。校長先生方の

生の声が最も参考になるものと考えています。

今年度は，継続研究の２年目になります。今年度

の調査については，９月にアンケートを実施し，現

在まとめの作業中です。内容については，年度末に

発行される仙台市小学校長会の研究紀要を御覧くだ

さい。

芋　関係機関との連携

①　仙台市青少年対策六機関（教育相談課，適応

指導センター，特別支援教育課，児童相談所，

発達相談支援センター，子供相談支援セン

ター），小中学校長会生徒指導部会合同研修会

今年度も六機関，小中校長会生徒指導部合計

６０名ほどが一堂に会して，８月に研修会を開催

しました。今年度は「サイバー犯罪の現状と対

策について」というテーマで，県警サイバー犯

罪対策課より講師をお迎えして研修を深めまし

た。主な内容は，インターネットの基礎知識，

SNSの危険性と対策でした。

②　中学校長会生徒指導部との合同研修会

１月に小中学校それぞれの現状・課題の情報

交換及び互いの研究発表を行う予定です。今後

も，小・中・関係機関の連携を推進していくこ

とが重要であると考えています。

鰯　復興七夕

昨年度は，各校で製作した七夕飾りの回収・製作

を，拠点校方式ということで，小学校生徒指導部で

担当しました。今年度は，反省を踏まえ，教育セン

ターで担当していただきました。今年度の取組につ

いて地区ごとの意見を集約しました。ほとんどは，

１０年目までは今年度のやり方でいいのではないかと

いう意見でした。七夕製作の意義を児童や教職員に

しっかり伝えていき，この活動をより有意義なもの

にすることが私たち校長の役割であると改めて感じ

るところです。

３　終わりに
本部会の活動に当たり，関係機関の皆様，会員の

皆様の御協力に改めて感謝申し上げます。

生徒指導部長　渡邉　大助（木町通小学校）

生徒指導部から

「豊かな心の育成～命と心を守り育む教育～」の推進
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たくさんの方 に々日々感謝しながら

鈴木　伸茂（馬場小学校）
本校は全校児童２９名の小規模校です。４月当初，

子供たちと最初に約束したことは，目指す学校像で

もある「笑顔があふれ，楽しい学校にしよう」とい

うことでした。

日々の教育活動の中で清掃，給食，学校行事等は，

単独の学年で活動することは非常に難しく，たてわ

り活動で行うことが非常に多い学校です。その中で，

高学年児童は温かいまなざしで低学年児童に支援・

援助し，低学年児童は高学年児童にあこがれを持っ

て接し，どの子もとてもいい表情で活動しています。

この一つ一つが，私にとっては心動かされる出来事

であり，着任から半年経過した現在もこのような場

面に出会うことが多々あります。

このことは，諸先輩方が築き上げてきた指導のた

まものであり，それを温かく見守り支えてくださっ

た保護者・地域の皆様のおかげと改めて感じ，感謝

しながら日々過ごしています。今後も，学校は日々

児童に寄り添い，常に課題を明確にして学校経営を

行うことを肝に銘じて精進してまいります。

どしゃ降りでも安心な 
湯元小学校を目指して

菅原　孝代（湯元小学校）
湯元小学校の北側には，山の斜面が間近に迫って

います。春にはフクジュソウやホタルブクロの花，

秋にはヒガンバナ。そしてそれぞれの花を追いかけ

るように様々なチョウが舞い飛ぶ美しい斜面です。

湯元小学校の校地が土砂災害特別警戒区域に指定

されたのは今年の３月です。校舎北側半分はレッド

ゾーン，南側もイエローゾーンの警戒区域となりま

した。これまで地域に土砂災害警報が出されたら避

難所となっていた湯元小学校の体育館は，大雨の時，

避難所の役割を果たすことができなくなりました。

土砂災害警報が出された時の職員の動き，子供た

ちの登下校の判断。湯元小学校独自のマニュアル作

りに取り組むことが平成２９年度の課題でした。土砂

災害警報対応の引き渡し訓練も実施しました。

災害時に学校はどう動くか。地域の皆様のために

何ができるのか。町内会の皆様や行政の方々との話

し合いが続いています。子供たちの安全な学校生活

を保障し，地域の皆様の役に立つ学校でありたい。

斜面を見上げては気持ちが引き締まる毎日です。

笑顔と元気の源

熊谷　礼子（栗生小学校）
前校長の佐藤朗先生から「子供も，そして先生方

も笑顔で笑い合える学校経営」をお願いされました。

たすきを渡されてから半年も経つのに，未だに右往

左往し，歴代の校長先生方の「貯金」で暮らしてい

るようなものです。名札を付けていても，業者の方

に「校長先生はどちらですか？」と聞かれる有様で

す。本当に困っているのが朝会等での挨拶です。な

かなか子供の心に響く話ができません。いつも自己

採点は６０点。一方で，先生方は，どんな場面でも学

年に応じ分かりやすく問い掛け，ここぞというとき

に上手に子供たちを褒め，１００点満点です。それでも，

蕃山に見守られ，四季折々の自然豊かな「くりりん」

のある小学校での毎日は私にとって宝物です。先生

方と子供たちが一緒に笑顔でいられるよう私にでき

ること，それは私自身も笑顔でいることです。地区

校長会を始めとする先輩の校長先生方からのアドバ

寛 換干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干

感 換干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干

憾 幹干干干干干干干干干干寛

感 換

患
患
患
患
患
患
患
患
患

幹
患
患
患
患
患
患
患
患
患

震災から学び，
　　　復興に取り組む学校経営

新任校長所感



第９３号　（２３）廣 瀬 川平成３０年１月

イスや同期の新任校長先生方からの励ましも私の笑

顔と元気の源になっています。

 燈  々  無  尽 
とう とう む じん

奥山　浩二（加茂小学校）
新任の頃，今でも忘れられない光景があります。

町の教育委員長さんの御自宅に挨拶に行ったとき，

新任の教頭先生が道路に伸びていた一本の梅の枝を

折りました。立派な木の枝を迷いもなく折るその光

景には，驚かされました。次の瞬間，その教頭先生

の口から出た言葉は「子供の目に入ると危ないから

…」。私は「ああ，そういうことか！」と思いました。

それから，３０数年後。私は現任校に着任しました。

最初に取り組んだのは木の剪定です。たくさんある

校庭の松の木。子供たちの目の高さにある枝を，技

師さんに切り払ってもらいました。きっと新任の頃

の思い出が頭の中の隅っこにあったからだと思いま

す。

昨年度，教頭会でお世話になった校長先生から，

「燈々無尽」という言葉を教えていただきました。

「小さな灯が消えることなくつながっていく」，「先

輩から学んだものを伝えなさい」ということだと思

います。歴代の校長先生が腐心し，築き上げてきた

本校の無形の力をしっかりと受け継ぎ伝えていきた

いと思います。

「あったかことば・あったかしぐさ」 
　を虹小名物に　　　　　　    

伊藤　恵子（虹の丘小学校）
虹の丘小学校は昨年開校３０周年を迎えました。開

校当時を知る方々から思い出話を伺う度に，地域に

愛されてきた学校であることを感じております。

本校の協働型学校評価の重点目標は，「あったかこ

とばを使う子・あったかしぐさができる子を育てる」

です。着任した４月は，「あったかしぐさとは？」

と思い悩みましたが，教職員と共に考え，子供たち

と話し合い，保護者・地域の方々にも協力をお願い

し，「あったかことば・あったかしぐさ」を虹小の

名物にしようと取り組んでいるところです。賞賛や

感謝，励ましなど，相手を思う優しさを素直に表現

する子供の育成を通して，いじめのない明るく楽し

い学校づくりを目指しています。

校長として，学校・家庭・地域が連携しなければ

学校経営が成り立たない現実を日々感じています。

その要となるべきは校長であることも自覚していま

す。強いリーダーシップを取る力量はまだまだあり

ませんが，教職員との信頼関係を大切にしながら，

学校経営の知識と技量を磨いてまいります。

児童の可能性を信じて！

横橋　純夫（南光台東小学校）
本校では，教育活動全体を通して，知・徳・体の

調和のとれた教育を行い，確かな学力を育成し，豊

かな心を育み，体力向上及び健康増進を図るために

様々な取組を行っています。その中の特徴的な行事

の一つが持久走記録会です。児童が頑張って走る様

子を保護者に公開する１年の最後の記録会は１２月に

実施します。しかし，その日に至るまで，夏場以外

の毎週火・金曜日の業間３分間走，そして６月と１０

月に学年ごとの持久走記録会を実施し，タイムを計

測します。同学年児童が一緒に走りますので順位は

つきますが，それよりも大事なことは，最終的な記

録をどこまで縮められるかであると児童には話して

います。「今の自分を超える」「より良い自分を目指

す」その気持ちを持たせるためには，教師が児童の

可能性を信じて，一人一人に挑戦する機会を与える

ことが大切だと本校教職員に話しています。

可能性は無限大！自分の限界を決めずに，果敢に

チャレンジし，最後まで諦めずに取り組む児童を，

教職員一丸となって育てていきたいと思います。

ひまわりのように　　　 
夢に向かってまっすぐに

熊谷　裕行（向陽台小学校）
「陽にむかう子らつどう丘　希望の丘よ　向陽

台」校歌の歌詞にふさわしく，本校の校章は「ひま

わり」です。「子供たちが自分の夢を描き，力強く，

まっすぐに育ってほしい。」ひまわりは，校長とし

ての願いそのものとも言えるシンボルでした。向陽

台の大地にしっかりと根を張って，大きな葉を広げ，
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お日様に向かってまっすぐに伸びていく姿が，本校

の目指す子供の姿と重なっています。そのような子

供たちを育てるために，どんな学校経営を行ってい

くのか，毎日が身の引き締まる思いの半年間でした。

大規模校であるがゆえに抱える課題も多い中で，地

域の諸団体との良好な関係や町内会長さん方からの

御支援，屈指の実力を持つひまわり吹奏楽団，笑顔

を絶やさない教職員など，学校にとっての宝物もた

くさんあります。この強みをしっかりと生かし，地

域・保護者の皆様からは，愛情というたっぷりの栄

養と，教職員が注ぐ温かい陽の光と水によって，厳

しい風雨も乗り越えられるたくましい子供たちを育

てていきたいと思っています。

ああ 金色 の輪よ
こんじき

多賀野　修久（泉松陵小学校）
本校は松陵小学校と松陵西小学校が統合し，新た

に泉松陵小学校として開校５年目となりました。そ

のため，５年生以下の児童は全て泉松陵小学校への

入学ですが，６年生は二つの学校からやってきた最

後の学年となります。本校の校章は統合前年度に松

陵西小学校の１年生だった児童，つまり現在の６年

生児童のデザインによるものであり，松陵地区の丘

陵を形取る三角形を，無限に広がる子供たちの輝か

しい未来と，手を携えて共に助け合う心の大切さを

込めた金色の輪の帯が囲む校章です。

さらに仙台市立荒町小学校長を最後に御勇退なさ

れた曽我道雄先生作曲の校歌には，元仙台市立第二

中学校長の佐藤弘先生が「ああ金色の輪よ　羽ばた

く力」という歌詞を書いてくださっています。

この校章と校歌に込められた「金色の輪」こそが，

本校の学校経営の底流であり，「輝く未来を切り開

き，心豊かでたくましく生きる子供を育てる」とい

う私たちの使命に，身を引き締めて学校経営に当た

る所存です。

スローガンに思う

加藤　徹（郡山小学校）
「もっとすばらしい郡山小にしよう！もっとすば

らしい自分になろう！」

これは，校舎４階の窓に掲示されている本校のス

ローガンです。４月に初めて目にしたこのスローガ

ンに，強く心を打たれたことを今も鮮明に覚えてい

ます。スローガンは，新任校長の私に「次は，あな

たがもっとすばらしい郡山小学校をつくりなさい。

そして，学校経営を通して，あなた自身が人間とし

て成長しなさい。」と呼び掛けているようでした。

後に，これは先代の校長先生が制定されたもので

あることが分かりました。苦難の時代もあったと聞

く本校の学校経営を，家庭・地域と連携し一丸となっ

て乗り越え，今日の「すばらしい郡山小学校」をつ

くりあげてきた歴史が，このスローガンに宿ってい

ます。

私は，毎朝このスローガンを見上げながら，次の

時代を託された私たちの責任の重さとともに，今以

上に「もっとすばらしい郡山小学校」にしていくた

めの決意を新たにしています。

この度，会員の皆様の御協力により，『廣瀬川』第９３号を刊行することができました。

今年度仙台市校長会では，活動の重点の中に「命と心を守り育む教育」を重点事項に掲げて

います。そこで，本号座談会では，「復興と心の教育」と題し，仙台市教育委員会学校教育部佐藤参事はじめ，

被災地支援にいかれた養護教諭の先生，そして閉校・統合を経た被災校の校長先生方に御出席いただき，そ

れぞれの立場から子供たちの心を育む取組について対談していただきました。また，小学校での今後の情報

活用の授業の在り方や各専門部・各地区の提言，そして新任の校長先生方から寄せられた思いも掲載いたし

ました。今後の学校経営の一助になれば幸いです。

発刊に当たり，御多用の中，快く玉稿をお寄せいただいた校長先生方に厚く御礼申し上げますとともに，

会員の皆様のますますの御活躍を祈念いたします。

 （９３号担当チーフ　三浦　記）

編集担当者：三浦敏光（福岡小）　菊地禎広（人来田小）　高橋文子（上愛子小）　佐藤潤一（遠見塚小）
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